
NSKの貢献解決の方向性

資源のリサイクル・
再利用の推進

サステナビリティマネジメント

「NSKは、MOTION ＆ CONTROL™を通じ、円滑で安全な社会に貢献し、地球環境の保
全をめざすとともに、グローバルな活動によって、国を越えた人と人の結びつきを強めます。」
という企業理念の下、

事業活動を通じてステークホルダーと価値を協創し続けることによって、SDGsの目標
達成に貢献していくため、NSKは2019年に「SDGs宣言」を定め、当社の事業に関連した7
つの目標を選定しています。この重要課題を視線の先に置きながら、より具体性を持たせ
た戦略的な取り組みとして、SDGs取り組み宣言も定めています。

サステナビリティマネジメント SDGs宣言

NSKは、「安全」「品質」「環境」「コンプライアンス」を経営の意思決定や行動において最
優先される共通の価値基準であるコアバリューと位置づけています。
社長および関係役員などをメンバーとするコアバリュー委員会を設置し、コアバリュー
推進・強化のための方針の議論や関連リスクの共有を通して、全社的課題を設定し、それ
らの解決に向けた提言と進捗のモニタリングを行うことによって、当社のサステナビリティ
活動を推進しています。▶ P.61 コーポレートガバナンス体制図

推進体制

NSKが油の酸化劣化を防ぐための添加剤と紙素材を組み合わ
せて開発したのが「食用油劣化抑制フィルター」です。このフィ
ルターの使用により油の劣化が抑制され、揚げ物調理用油の交
換回数の削減（省資源）、ひいては使用済み食用油の廃棄量の削減による河川や海洋
の水質汚染の抑制効果が期待できます。本製品はお客様への販売を開始しています。

NSKの材料技術を活かして、揚げ物調理に使われる食用油の
劣化抑制と河川・海洋環境の保全に貢献します。

SDGs宣言
NSKは企業理念のもと、持続可能な社会の実現に向けて、誠実で責任ある事業活動と

製品・サービスのイノベーションを通じ、社会課顆の解決を目指していきます。そのため
の指針としてSDGsの17目標すべてを尊重するとともに、当社の事業に関連した7つの目
標を選定し、積極的に取り組みを進めていきます。

NSK製品のSDGs貢献ストーリー TOPIC

NSKのSDGs7つの目標

技術開発 NSKのイノベーションにより食用油の有効利用と
河川・海洋環境の保全に貢献

社会課題

●  河川・海洋の汚染等
自然環境の破壊

材料技術での貢献

■世界をリードする技術力によって、顧客に積極的提案を行う
■社員一人ひとりの個性と可能性を尊重する
■柔軟で活力のある企業風土で時代を先取りする
■社員は地域に対する使命感をもとに行動する
■グローバル経営をめざす

という経営姿勢により社会課題解決への貢献とNSKの持続的成長の両立を目指してい
ます。

さらにFY2026までの中期経営計画2026（MTP2026）の期間を、持続的成長を可能に
する企業基盤の再構築の期間と位置づけ、「収益を伴う成長」「経営資源の強化」「ESG経
営」の3つの経営課題に取り組むことで、社会から必要とされ、信頼され、選ばれ続ける企
業を目指しています。

サステナビリティの取り組み05
より詳しい
情報は、こちらを
ご覧ください。 ▶ 
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NSKグループの拠点で労働災害が発生した際はその
情報が世界中の事業所のイントラネットに掲示され、再
現動画を作成し、発生状況の詳細を確認することができ
るようにしています。このような取り組みにより各職場で
「類似する作業や類似する状況はないか」といった自分
達の職場に置き換えて考える「自分事化」を推進してい
ます。
過去に発生した労働災害を全員で共有することによ

り、再発防止に努めるとともに、安全意識を高めさらなる
「安全・安心・働きやすい職場づくり」を推進しています。

NSKグループは、「安全」を経営の意思決定や行動において、最優先される共通の価値
基準であるコアバリューの一つに位置づけ、「安全理念」に基づき、従業員一人ひとりの安
全を確保し、全ての従業員が安全に行動できるよう、様々な取り組みを実施しています。

NSKの各事業所において、労働安全衛生マネジメントシステムの国際規格であるISO
45001の外部認証を取得し、現状に満足することなく、常に安全レベルの向上を目指し活
動の継続的な改善を図っています。NSKの全対象事業所は、ISO45001を取得済で、定期
的に第三者機関の監査を受けることで、マネジメントシステムの実効性を高めています。

NSKグループ全ての生産拠点に「安全道場」と名付けた施設を作り、労働災害の疑似体
験機を使った教育を行っています。そこでは、NSKグループ内で実際に発生した労働災害
や危険作業のリスクを認識し、正しい作業
ルールを順守することで、一人ひとりが安全
を優先することの大切さを学んでいます。安
全道場では工場の全従業員を対象として、
毎年定期的に教育を実施しています。VR
（バーチャルリアリティ）による教育コンテン
ツも取り入れて高所作業や火災現場といっ
た疑似体験もできるようにしています。

NSKの生産現場では設備・機械のリスクアセスメントを進め、リスクが高いと評価され
た項目への対策を実施して労働災害リスクの低減を継続的に推進しています。新規設備や
新工程に対しても、開発段階からリスクアセ
スメントを実施することで安全性を高めてい
ます。現在は、外部団体の資格認証を取得
したセーフティアセッサの育成を進めてお
り、適正な知識と技能を備えた人材によるリ
スクの低減措置を図っています。
現在、セーフティアセッサの累計人数は、
2022年度末時点で、991名(設計245名、生

安全マネジメント

NSKグループの安全理念
安全をすべてに優先

安全・安心・働きやすい職場づくり

より詳しい
情報は、こちらを
ご覧ください。 ▶ 

資格取得者へのリスクアセスメント技能向上社内研修の様子 災害再現動画一部抜粋

安全道場でのVR安全教育

基本的な考え方

安全道場

労働安全衛生マネジメントシステムの取得

労働災害事例の共有リスクアセスメント

産拠点422名、グループ会社324名)となっており、社内の取得者数を増やす取り組みを
進めています。
これにより、NSKグループ全体の労働災害発生件数は年々減少しており、活動を開始し
た当初と比較すると半数以下にすることができました。▶ P.74 主要非財務ハイライト
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https://www.nsk.com/jp-ja/company/sustainability/safety-management/



